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Ⅰ　調査の概要

１　調査の目的

　県下の中学生、高校生、保護者及び中学校、高等学校の教員の高校改革等に対する考えや意見を把握し、

今後の高校改革推進のための資料を得ることを目的とする。

２　調査内容と項目数

　項　　　　目 調　　　査　　　内　　　容 質問項目

中学卒業後の ・ 中学卒業後の進路希望　　 （１）

進 路 希 望 等 ・ 進学した高校の満足度　　 （２）

に つ い て ・ 現行の高校制度の満足度　　　　　　　　　　　　　　 （３） ３

・ 高校進学を希望する（した）者の希望学科　　　　　　　　 （問１）

・ 高校選択の理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （問２）

・ 新入試制度(制度全体)　　　　　　　　　　 （問３）

・ 新入試制度(教育方針等)　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （問４）

高校制度（高校 ・ 新入試制度(後期募集)　　　　　　　　　　　　　　　　　 （問５）

改革）について ・ 総合学科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （問６）

・ 総合学科の系列　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （問７）

・ 全日制単位制普通科高校　　　　　　　　　　　　　　　　　 （問８）

・ 専門教育学科(学科の種類)　　　　　　　　　　　　　 （問９【１】）

・ 専門教育学科(学科数)　　　　　　　　　　　　　　　　 （問９【２】）

・ 専門高校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （問10）

・ 定時制高校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （問11）

・ 中高一貫教育校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （問12） １３

計 １６

３　調査対象 ６，６５０人（回収数：６，３３６人）

  （１）中学２年生… 無作為に抽出した中学校（３０校）の１学級の生徒全員 １，０２４人 （    ９８５人）

  （２）中学３年生… 無作為に抽出した中学校（３０校）の１学級の生徒全員 １，０３４人 （    ９８１人）

  （３）高校１年生… 無作為に抽出した高校（２３校）の１学級の生徒全員 　　８５７人 （　  ８４５人）

  （４）保護者　　　… （１）～（３）の生徒の保護者 ２，９１５人 （２，７２３人）

  （５）教員　    　… （１）～（２）の中学の全学年クラス担任、（３）の高校の全学年 　　８２０人 （　　８０２人）

クラス担任

４　調査方法 各学校を通じて実施

５　調査時期 平成１８年９月～１０月実施

平成１８年度高校改革アンケート調査の結果報告
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６　回収結果            

配付数（人） 回収数（人） 回収率

中２生徒 １，０２４ ９８５ 96.2%

中３生徒 １，０３４ ９８１ 94.9%

中２保護者 １，０２４ ９５３ 93.1%

中３保護者 １，０３４ ９６０ 92.8%

中学校教員 ３８３ ３６５ 95.3%

高１生徒 ８５７ ８４５ 98.6%

高１保護者 ８５７ ８１０ 94.5%

高校教員 ４３７ ４３７ 100.0%

合計 ６，６５０ ６，３３６ 95.3%

          ・ （１）中学卒業後の進路希望　（中２・３生徒、その保護者が回答）　　　　　　

          ・ （２）進学した高校の満足度　（高１生徒、その保護者が回答）　　　　　　

          ・ （３）現行の高校制度の満足度　（中２・３・高１生徒の保護者、教員が回答）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

          ・ （問３）～（問５）新入試制度　（中２・３生徒、その保護者が回答）　　　　　　

          ・ 上記以外　（全ての調査対象者が回答）　　　　　　

参考　　（１）比率（%）は、各項目ごとに小数点第２位を四捨五入してあるので、合計が100%にならない場合もある。

　　　　　（２）各設問を全体の傾向、調査対象者別、地域別、学科別に分析した。

○全体の傾向…その設問に回答した全対象者を分析

○調査対象者別…その設問に回答した調査対象者ごとに分析

○地域別…中学生、中学保護者、中学教員が在籍する中学校の所在地域ごとに分析

○学科別…高校生、高校保護者、高校教員が在籍する高校の学科ごとに分析
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Ⅱ　調査結果

１　公立高校進学 ２　私立高校進学 ３　高校以外の専門学校等進学
４　就職 ５　未定

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率
１　公立高校進学 74775.8% 90692.4%1,65384.1% 84788.9% 88592.2%1,73290.5%3,38587.3%

２　私立高校進学 37 3.8% 38 3.9% 75 3.8% 21 2.2% 41 4.3% 62 3.2% 137 3.5%

３　専門学校等進学 13 1.3% 6 0.6% 19 1.0% 4 0.4% 6 0.6% 10 0.5% 29 0.7%

４　就職 4 0.4% 2 0.2% 6 0.3% 1 0.1% 2 0.2% 3 0.2% 9 0.2%

５　未定 17818.1% 22 2.2% 20010.2% 78 8.2% 22 2.3% 100 5.2% 300 7.7%

回答なし 6 0.6% 7 0.7% 13 0.7% 2 0.2% 4 0.4% 6 0.3% 19 0.5%
計 985 981 1,966 953 960 1,913 3,879

【今回の調査結果】

中２・３生徒とその保護者に、中学卒業後の進路について尋ねた。

○ 全体の傾向

  進学｣0.7%、「就職」0.2%の順である。

○ 調査対象者別

○ 地域別（資料編 ｐ.１参照）

 峡東92.7%、峡中92.1%、南都留92.1%、北都留92.0%、峡北89.8%の順である。

私立高校進学

高校改革アンケート 3.9%(38人)

・　中２生徒についてみると、「未定」「回答なし」の比率が高くなっている。

調査対象者未定・回答なし

0.6%(6人)

1.7%(158人)

専門学校等進学

981人

・ 中３生徒についてみると、同時期に行われた『進路希望調査』よりも、「公立高校進学」の比率が高い。

計

985人

92.4%(906人)

88.7%(8,222人)

私立高校進学

3.8%（37人）

未定・回答なし

8.4%(783人)進路希望調査（９／２０）

0.2%(2人) 2.9%(29人)

9,269人0.8%(76人)0.3%(30人)

・ 「公立高校進学」と回答した比率が最も高く87.3%、以下、「私立高校進学」3.5%、「高校以外の専門学校
等

保護者計 合計
選択肢

中２生徒 中３生徒 中学生計 中２保護者 中３保護者

　　　（つぎの中から１つ選んでください。）
（１）　中学生とその保護者の方にお聞きします。中学卒業後の進路は決めていますか。

就職公立高校進学

比率

・ 中３生徒についてみると、「公立高校進学」と回答した比率が最も高い地域は峡南97.3%であり、以下、

専門学校等進学

1.3%（13人）

公立高校進学

75.8%（747人） 18.7%（184人）

就職

0.4%（4人）

中学卒業後の進路
回答なし
0.5%

５　未定
7.7%４　就職

0.2%３　専門学校等進学
0.7%

２　私立高校進学
3.5%

１　公立高校進学
87.3%
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（２）　高校生とその保護者の方にお聞きします。進学した高校の学科（コース）について、

　 　どの程度満足していますか。　　（つぎの中から１つ選んでください。）

１　満足している ２　まあ満足している ３　どちらともいえない

４　どちらかといえば不満である ５　不満である

人数 比率 人数 比率 人数 比率
１　満足している 277 32.8% 340 42.0% 617 37.3%
２　まあ満足している 341 40.4% 335 41.4% 676 40.8%
３　どちらともいえない 152 18.0% 102 12.6% 254 15.3%
４　どちらかといえば不満である 34 4.0% 18 2.2% 52 3.1%
５　不満である 15 1.8% 2 0.2% 17 1.0%
回答なし 26 3.1% 13 1.6% 39 2.4%

計 845 810 1,655

【今回の調査結果】

高１生徒とその保護者に、在学している高校に対する満足度を尋ねた。

○ 全体の傾向

 である」4.1%、「どちらともいえない」15.3%である。

○ 調査対象者別

 保護者の方が満足度が高い。

○ 学科別（資料編 ｐ.２参照）

 学科において、生徒より保護者の方が高くなっている。

・　「満足している」「まあ満足している」と回答した比率を学科別に表すと、以下のとおりである。

普通科 単位制 専門教育 総合学科 農業科 工業科 商業科 定時制

高１生徒 72.9% 86.2% 87.5% 77.3% 73.4% 54.6% 58.5% 66.7%

高１保護者 80.5% 85.4% 97.5% 84.0% 86.7% 77.4% 91.4% 85.7%

・　「満足している」「まあ満足している」と回答した比率は78.1%、「不満である」｢どちらかといえば不満

選択肢
高１生徒 高１保護者 合計

・　「満足している」「まあ満足している」と回答した比率は高１生徒73.2%、高１保護者83.4%、「不満であ

 る」「どちらかといえば不満である」と回答した比率は高１生徒5.8%、高１保護者2.4%であり、生徒より

・　学科別でみると、「満足している」「まあ満足している」と回答した比率は、単位制普通科以外の

0%
10%
20%
30%
40%
50%

１　満
足している

２　まあ満
足している

３　どちらともいえない

４　どちらか
といえば.

..

５　不
満である

回
答なし

入学した高校の満足度

高１生徒

高１保護者

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

普通科 単位制 専門教育 総合学科 農業科 工業科 商業科 定時制

入学した高校の満足度（学科別）

高１生徒

高１保護者
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　 　は、生徒の多様な進路選択ニーズにどの程度対応できていると考えますか。
　　　（つぎの中から１つ選んでください。）

１　十分対応している ２　まあ対応できている ３　どちらともいえない
４　どちらかといえば対応できていない ５　対応できていない

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

１　十分対応している 26 2.7% 33 3.4% 35 4.3% 16 4.4% 4410.1% 154 4.4%

２　まあ対応できている 29531.0% 31432.7% 32139.6% 18851.5% 23453.5%1,35238.4%

３　どちらともいえない 40842.8% 41643.3% 27734.2% 9225.2% 10022.9%1,29336.7%

４　どちらかといえば対応できていない 14114.8% 12112.6% 9812.1% 3810.4% 34 7.8% 43212.3%

５　対応できていない 63 6.6% 56 5.8% 49 6.0% 6 1.6% 12 2.7% 186 5.3%

回答なし 20 2.1% 20 2.1% 30 3.7% 25 6.8% 13 3.0% 108 3.1%

計 953 960 810 365 437 3,525

【今回の調査結果】

中２・３・高１生徒の保護者及び教員に、現行の高校制度の満足度について尋ねた。

○ 全体の傾向

○ 調査対象者別

 る。

○ 地域別（資料編 ｐ.３参照）

 ある。

 峡南35.7%の順である。

○ 学科別（資料編 ｐ.３参照）

 41.4%、総合学科41.4%、農業科36.7%の順 である。

 65.1%、総合学科61.5%、工業科56.6%、商業科43.6%の順である。

・ 同様に高校教員についてみると、専門教育学科83.4%、普通科68.3%、定時制68.1%、単位制普通科

63.6%であり、以下、中学教員55.9%、高１保護者43.9%、中３保護者36.1%、中２保護者33.7%の順であ

高１保護者

 いえば対応できていない」17.6%、「どちらともいえない」36.7％である。

・ 「十分対応している」「まあ対応できている」と回答した比率は42.8%、「対応できていない」「どちらかと

・ 「十分対応している」「まあ対応できている」と回答した比率が最も高い調査対象者は高校教員

（３） すべての保護者と教員の方にお聞きします。現在の山梨県の高校の種類や数など

中学教員 高校教員 合計
選択肢

中２保護者 中３保護者

・ 中学生保護者についてみると、「十分対応している」「まあ対応できている」と回答した比率が最も高

い地域は峡北43.8%であり、以下、峡南41.3%、南都留37.6%、峡中34.3%、峡東32.6%、北都留25.9%の順で

・ 同様に中学教員についてみると、南都留61.4%、峡東60.3%、北都留58.6%、峡中55.0%、峡北48.8%、

学科は単位制普通高校53.5%であり、以下、工業科50.0%、専門教育学科45.0%、商業科44.3%、普通科

・ 高１保護者についてみると、「十分対応している」「まあ対応できている」と回答した比率が最も高い

現行の高校への満足度
５　対応できていない

5.3%

回答なし
3.1%

４　どちらかといえば対
応できていない

12.3%

３　どちらともいえない
36.7%

１　十分対応している
4.4%

２　まあ対応できている
38.4%
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　 　すか。（希望しましたか。）　　（つぎの中から１つ選んでください。）

１　全日制普通科（コースを含む） ２　全日制単位制普通科 ３　総合学科
４　専門教育学科（理数科・英語科等） ５　農業科 ６　全日制工業科
７　全日制商業科 ８　定時制 ９　その他（　　　） １０　未定

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

１　全日制普通科 45446.1% 54855.9% 60763.7% 60362.8% 39947.2% 42152.0%3,03254.8%

２　全日制単位制普通科 89 9.0% 13714.0% 76 8.0% 10010.4% 11113.1% 11914.7% 63211.4%

３　総合学科 55 5.6% 67 6.8% 54 5.7% 67 7.0% 75 8.9% 68 8.4% 386 7.0%

４　専門教育学科 44 4.5% 54 5.5% 33 3.5% 42 4.4% 48 5.7% 47 5.8% 268 4.8%

５　農業科 10 1.0% 20 2.0% 3 0.3% 13 1.4% 26 3.1% 24 3.0% 96 1.7%

６　全日制工業科 35 3.6% 54 5.5% 31 3.3% 48 5.0% 48 5.7% 35 4.3% 251 4.5%

７　全日制商業科 22 2.2% 62 6.3% 23 2.4% 54 5.6% 60 7.1% 59 7.3% 280 5.1%

８　定時制 5 0.5% 2 0.2% 2 0.2% 5 0.5% 5 0.6% 1 0.1% 20 0.4%

９　その他 20 2.0% 4 0.4% 7 0.7% 1 0.1% 1 0.1% 4 0.5% 37 0.7%

１０　未定 24524.9% 25 2.5% 10511.0% 20 2.1% 54 6.4% 22 2.7% 471 8.5%

回答なし 6 0.6% 8 0.8% 12 1.3% 7 0.7% 18 2.1% 10 1.2% 61 1.1%

計 985 981 953 960 845 810 5,534

【今回の調査結果】

中２・３・高１生徒とその保護者に、どの学科に進学を希望する（希望した）か尋ねた。

○ 全体の傾向

 ると、全体の７割が普通科系の学科を希望している。

○ 調査対象者別

○ 地域別（資料編 ｐ.４参照）

 ある。

○ 学科別（資料編 ｐ.５参照）

 生徒、高１保護者の希望した学科へ８割以上が進学している。

希望した学科と在籍している学科の一致する割合

定時制 全 体

高１生徒 33.3% 83.2%

高１保護者 14.3% 83.3%56.5%

農業科

86.7%

73.3%

高１生徒 高１保護者

・ 中学生についてみると、「全日制普通科」と回答した比率が最も高い地域は峡南56.0%、次いで南都留

合計

問１　中学生、高校生とその保護者の方にお聞きします。次のどの学科に進学を希望していま

・ 「全日制普通科」と回答した比率は54.8%であり、「単位制普通科」11.4%、「専門教育学科」4.8%と合わせ

・ 「全日制普通科」と回答した比率は中２生徒46.1%、中３生徒55.9%、中２保護者63.7%、中３保護者

 62.8%、高１生徒47.2%、高１保護者52.0%であり、生徒より保護者の比率が高くなっている。

53.7%である。また、「単位制普通科」と回答した比率が最も高い地域は北都留22.8%、次いで峡東15.5%で

総合学科

85.3%

74.7%

専門教育

92.5%

選択肢
中２生徒 中３生徒 中２保護者

75.0%

単位制

84.5%

89.7%

普通科

85.3%

90.5%

中３保護者

・ 実際に進学した学科が希望した学科であった場合の比率をみると、平成１８年度入試においては高１

商業科

82.9%

80.0%

工業科

66.7%

希望学科

３　総合学科
7.0%

４　専門教育学科
4.8%

５　農業科
1.7%

６　全日制工業科
4.5%

７　全日制商業科
5.1%

８　定時制
    0.4%

９　その他
0.7% １０　未定

8.5%

回答なし
1.1%

２　全日制単位制
普通科
11.4%

１　全日制普通科
54.8%
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問２　中学生、高校生とその保護者の方にお聞きします。高校を選ぶとき、何に重きを置きますか。

 　（置きましたか。）　　（つぎの中から１つ選んでください。）

１　就職や進学時の有利さ ２　通学の便利さ ３　高校の校風やイメージ

４　高校にある学科やコース ５　部活動の状況 ６　施設整備の状況

７　その他（　　　　　　　　　　　　）

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

１　就職や進学時の有利さ 38138.7% 34935.6% 73037.1% 45347.5% 38940.5% 84244.0% 29935.4% 31038.3%2,18139.4%

２　通学の便利さ 18518.8% 15115.4% 33617.1% 14114.8% 16617.3% 30716.0% 18922.4% 14718.1% 97917.7%

３　高校の校風やイメージ 11511.7% 20621.0% 32116.3% 13714.4% 18319.1% 32016.7% 12514.8% 12315.2% 88916.1%

４　高校にある学科やコース 13713.9% 13914.2% 27614.0% 15916.7% 13914.5% 29815.6% 14316.9% 17221.2% 88916.1%

５　部活動の状況 13113.3% 10811.0% 23912.2% 21 2.2% 44 4.6% 65 3.4% 50 5.9% 20 2.5% 374 6.8%

６　施設整備の状況 10 1.0% 6 0.6% 16 0.8% 3 0.3% 2 0.2% 5 0.3% 8 0.9% 3 0.4% 32 0.6%

７　その他 17 1.7% 13 1.3% 30 1.5% 25 2.6% 26 2.7% 51 2.7% 17 2.0% 28 3.5% 126 2.3%

回答なし 9 0.9% 9 0.9% 18 0.9% 14 1.5% 11 1.1% 25 1.3% 14 1.7% 7 0.9% 64 1.2%

計 985 981 1,966 953 960 1,913 845 810 5,534

【今回の調査結果】

中２・３・高１生徒とその保護者に、高校を選択する際、何に重きを置くか尋ねた。

○ 全体の傾向

 風やイメージ」16.1%、「高校にある学科やコース」16.1%の順である。

○ 調査対象者別

 校選択時に、就職や進学を重要視している傾向がある。

○ 地域別（資料編 ｐ.６参照）

 高くなっている。

○ 学科別（資料編 ｐ.６～７参照）

 では「校風やイメージ」と回答した比率が高くなっている。

　　普通科では、その他の学科に比べて、「通学の便利さ」と回答した比率が高くなっている。

中２保護者 中３保護者 高１生徒

・ 「就職や進学の有利さ」と回答した比率が最も高く39.4%であり、以下、「通学の便利さ」17.7%、「高校の校

・ 全ての調査対象者で「就職や進学時の有利さ」と回答した比率が最も高く、生徒よりも保護者の方が高

高１保護者 合計
選択肢

・ 高１生徒についてみると、専門教育学科、総合学科及び農業科において「高校にある学科やコース」と回

答した比率が最も高い。単位制普通科、工業科、商業科では「就職や進学時の有利さ」が、定時制

中２生徒 中３生徒 中学生計 中学保護者計

・　中学生においては「部活動の状況」と回答した比率が、他の調査対象者よりも高くなっている。

・ 中学生とその保護者についてみると、峡南及び北都留においては、「通学の便利さ」と回答した比率が
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（調査対象者別）

１　就職や進学時の有利さ

２　通学の便利さ

３　高校の校風やイメージ

４　高校にある学科やコース

５　部活動の状況

６　施設設備の状況

高校選択の理由（全体）
６　施設
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0.6% 回答なし
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【新入試制度】（制度全体）

問３　平成１９年度入試から入学者選抜制度が改善されますが、入試制度について理解していますか。

　　（つぎの中から１つ選んでください。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　理解している ２　おおむね理解している
３　どちらともいえない ４　あまり理解していない

５　理解していない ６　まだ内容を知らない

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

１　理解している 66 6.7% 11111.3% 177 9.0% 42 4.4% 88 9.2% 130 6.8% 307 7.9%

２　おおむね理解している 32633.1% 53654.6% 86243.8% 42344.4% 57960.3%1,00252.4%1,86448.1%

３　どちらともいえない 25626.0% 18418.8% 44022.4% 15516.3% 14515.1% 30015.7% 74019.1%

４　あまり理解していない 23023.4% 11511.7% 34517.5% 24425.6% 11011.5% 35418.5% 69918.0%

５　理解していない 69 7.0% 25 2.5% 94 4.8% 62 6.5% 22 2.3% 84 4.4% 178 4.6%

６　まだ内容を知らない 36 3.7% 7 0.7% 43 2.2% 24 2.5% 10 1.0% 34 1.8% 77 2.0%

回答なし 2 0.2% 3 0.3% 5 0.3% 3 0.3% 6 0.6% 9 0.5% 14 0.4%

計 985 981 1,966 953 960 1,913 3,879

【今回の調査結果】

中２・３生徒とその保護者に、新入試制度の内容を理解しているかを尋ねた。

○ 全体の傾向

○ 調査対象者別

○ 地域別（資料編 ｐ.８参照）

 ある。

 が、中２生徒についてみると、「あまり理解していない」23.4%、「どちらともいえない」26.0%となっている。

 い」22.6%、「どちらともいえない」19.1%である。

・ 「理解している」「おおむね理解している」と回答した比率は56.0%、「あまり理解していない」「理解していな

・ 中３生徒の７割近くは新入試制度の内容を、「理解している」「おおむね理解している」と回答している

・ 北都留の中学生、中学生保護者においては、「あまり理解していない」と回答した比率が高い傾向に

選択肢
合計中２生徒 中３生徒 中学生計 保護者計中２保護者 中３保護者

(調査対象者別)
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30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

中２生徒 中３生徒 中２保護者 中３保護者

１　理解している

２　おおむね理解している

３　どちらともいえない

４　あまり理解していない

新入試制度(制度全体)
６　まだ内容
を知らない
2.0%

回答なし
0.4%

５　理解して
いない
4.6%

１　理解して
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7.9%

４　あまり
理解して
いない
    18.0%

３　どちらとも
いえない
19.1%

２　おおむね
理解している
48.1%
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【新入試制度】（教育方針等）

　　 すか。（つぎの中から１つ選んでください。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　分かりやすい ２　どちらかといえば分かりやすい
３　どちらともいえない ４　あまりよく分からない

５　分かりにくい ６　まだ見たことがない

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

１　分かりやすい 67 6.8% 18418.8% 25112.8% 25 2.6% 73 7.6% 98 5.1% 349 9.0%

２　どちらかといえば分かりやすい 15916.1% 36337.0% 52226.6% 12913.5% 23424.4% 36319.0% 88522.8%

３　どちらともいえない 30230.7% 28729.3% 58930.0% 28930.3% 33935.3% 62832.8%1,21731.4%

４　あまりよく分からない 18218.5% 96 9.8% 27814.1% 28029.4% 19019.8% 47024.6% 74819.3%

５　分かりにくい 33 3.4% 37 3.8% 70 3.6% 10511.0% 10110.5% 20610.8% 276 7.1%

６　まだ見たことがない 23924.3% 10 1.0% 24912.7% 12112.7% 17 1.8% 138 7.2% 38710.0%

回答なし 3 0.3% 4 0.4% 7 0.4% 4 0.4% 6 0.6% 10 0.5% 17 0.4%

計 985 981 1,966 953 960 1,913 3,879

【今回の調査結果】

中２・３生徒とその保護者に、各高校が示した教育方針等の内容を理解しているかを尋ねた。

○ 全体の傾向

○ 調査対象者別

○ 地域別（資料編 ｐ.１０参照）

中３生徒 中学生計 中２保護者

問４ 各高校が示した「教育方針、志願してほしい生徒像、前期募集選抜方法」についてどう思いま

中３保護者
選択肢

中２生徒 保護者計 合計

　にくい」26.4%、「どちらともいえない」31.4%である。

・  中学２生徒、中２保護者についてみると、「まだ見たことがない」と回答した比率が高い傾向にある。

・ 「分かりやすい」「どちらかといえば分かりやすい」と回答した比率は31.8%、「あまりよく分からない」「分かり

・  北都留の中学生、中学生保護者においては、「まだ見たことがない」と回答した比率が高い傾向にある。

新入試制度(教育方針等)

６　まだ見た
ことがない
10.0%

５　分かりにくい
7.1%

４　あまりよく
分からない
19.3%

３　どちらとも
いえない
31.4%

回答なし
0.4%
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やすい
22.8%

(調査対象者別)
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【新入試制度】（後期募集）

問５　後期募集における学力検査と調査書の扱いについてどう考えますか。

　　（つぎの中から１つ選んでください。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　現状でいい
２　学力検査を重視する方がいい

３　調査書を重視する方がいい

４　その他

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

１　現状でいい 60161.0% 65266.5%1,25363.7% 72676.2% 74978.0%1,47577.1%2,72870.3%

２　学力検査を重視する方がいい 13713.9% 14815.1% 28514.5% 89 9.3% 10110.5% 190 9.9% 47512.2%

３　調査書を重視する方がいい 20821.1% 16516.8% 37319.0% 10511.0% 94 9.8% 19910.4% 57214.7%

４　その他 34 3.5% 8 0.8% 42 2.1% 27 2.8% 10 1.0% 37 1.9% 79 2.0%

回答なし 5 0.5% 8 0.8% 13 0.7% 6 0.6% 6 0.6% 12 0.6% 25 0.6%

計 985 981 1,966 953 960 1,913 3,879

【今回の調査結果】

中２・３生徒とその保護者に、後期募集における学力検査と調査書の扱いについて尋ねた。

○ 全体の傾向

○ 調査対象者別

 回答した比率を上回っている。

○ 地域別（資料編 ｐ.１２参照）

・  峡南の中学生においては、「現状のままでよい」と回答した比率が他の地域よりも高い傾向にある。

中２保護者 中３保護者 保護者計中学生計
選択肢

・ 中学生についてみると、「調査書を重視する方がいい」と回答した比率が、「学力を重視する方がいい｣と

・　中学生よりも保護者の方が「現状でいい」と回答した比率が高い傾向がある。

・ 「現状でいい」と回答した比率は70.3%、「調査書を重視する方がいい」14.7%､「学力検査を重視する方がいい」

 12.2%である。

中２生徒 中３生徒 合計

新入試制度(後期募集)
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【総合学科】

　　　高校、北杜高校及び富士北稜高校があります。

　　　る峡東・峡西南ブロックに総合学科高校を設置することについて、どう考えますか。

　　　　（つぎの中から１つ選んでください。）

１　すぐに設置した方がよい ２　将来的には設置した方がよい ３　どちらともいえない

４　どちらかといえば必要ない ５　必要ない

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

１　すぐに設置した方がよい 12612.8% 97 9.9% 19220.1% 13914.5% 32 8.8% 75 8.9% 12515.4% 32 7.3% 81812.9%

２　将来的には設置した方がよい 32232.7% 38939.7% 41643.7% 47049.0% 17447.7% 34240.5% 38747.8% 11626.5%2,61641.3%

３　どちらともいえない 46246.9% 41842.6% 27028.3% 26527.6% 9124.9% 34340.6% 20825.7% 11225.6%2,16934.2%

４　どちらかといえば必要ない 32 3.2% 38 3.9% 45 4.7% 40 4.2% 5013.7% 35 4.1% 53 6.5% 8820.1% 381 6.0%

５　必要ない 38 3.9% 34 3.5% 22 2.3% 39 4.1% 16 4.4% 44 5.2% 34 4.2% 8920.4% 316 5.0%

回答なし 5 0.5% 5 0.5% 8 0.8% 7 0.7% 2 0.5% 6 0.7% 3 0.4% 0 0.0% 36 0.6%

計 985 981 953 960 365 845 810 437 6,336

【今回の調査結果】

今後、未設置地域に順次設置していくこととしている総合学科高校の必要性について尋ねた。

○ 全体の傾向

○ 調査対象者別

○ 地域別（資料編 ｐ.１３～１４参照）

 順である。

○ 学科別（資料編 ｐ.１４～１５参照）

 た方がよい」と回答した比率は、高１保護者76.0%、高１生徒61.3%であり他学科よりも高くなっている。

今後も、総合学科高校は、県内に順次設置していくこととしています。現在、未設置となってい

 えば必要ない」11.0%、「どちらともいえない」34.2%である。

中３生徒 中２保護者

・ 「すぐに設置した方がよい」「将来的には設置した方がよい」と回答した比率は54.2%、｢必要ない｣「どちらかとい

問６ 本県には、普通科目（国語、数学、英語など）から専門科目（農業、工業、情報ビジネス、福祉

など）まで、幅広い科目の中から自ら選択して学ぶことのできる「総合学科高校」として甲府城西

高校教員 合計中３保護者 中学教員 高１生徒 高１保護者
選択肢

中２生徒

・ 「総合学科」に在籍する高１生徒とその保護者についてみると「すぐに設置した方がよい」「将来的には設置し

・ 同様に中学保護者についてみると、峡北75.5%、峡東70.6%、峡中61.8%、南都留61.6%、北都留57.2%、峡南50.9%

 の順である。

・ 同様に中学教員についてみると、峡北69.2%、峡中63.3%、北都留51.7%、南都留50.9%、峡東47.1%、峡南21.4%の

・ 「すぐに設置した方がよい」「将来的には設置した方がよい」と回答した比率は、中２生徒45.5%、中３生徒49.6%、

・ 中学生についてみると、「すぐに設置した方がよい」「将来的には設置した方がよい」と回答した比率が最も高い

 地域は峡北59.9%であり、以下、峡東51.6%、峡中47.2%、南都留44.8%、峡南41.8%、北都留37.1%の順である。

 中２保護者63.8%、中３保護者63.5%であり、生徒より保護者の方が高くなっている。

総合学科 回答なし
0.6%

５　必要ない
5.0%

４　どちらかといえば
必要ない
6.0%

３　どちらともいえない
34.2%

２　将来的には設置
した方がよい
41.3%

１　すぐに設置した
方がよい
12.9%
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【総合学科の系列】

　１　教養（普通科目） 　２　情報・通信 　３　国際・外国語 　４　福祉・介護
　５　環境 　６　商業 　７　工業 　８　農業
　９　観光 １０　スポーツ・健康 １１　芸術 １２　看護
１３　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

１　　教養（普通科目） 581 19.7% 540 18.3% 426 14.9% 420 14.6% 137 12.5% 444 17.5% 357 14.7% 179 13.7% 3,084 16.2%

２　　情報・通信 241 8.2% 374 12.7% 470 16.4% 476 16.5% 185 16.9% 337 13.3% 394 16.2% 172 13.1% 2,649 13.9%

３　　国際・外国語 379 12.8% 428 14.5% 496 17.3% 462 16.0% 108 9.9% 389 15.3% 407 16.7% 92 7.0% 2,761 14.5%

４　　福祉・介護 225 7.6% 252 8.6% 466 16.3% 514 17.8% 225 20.5% 270 10.7% 405 16.7% 201 15.3% 2,558 13.5%

５　　環境 161 5.4% 115 3.9% 130 4.5% 118 4.1% 58 5.3% 81 3.2% 114 4.7% 61 4.7% 838 4.4%

６　　商業 213 7.2% 239 8.1% 107 3.7% 106 3.7% 55 5.0% 182 7.2% 109 4.5% 105 8.0% 1,116 5.9%

７　　工業 185 6.3% 197 6.7% 83 2.9% 91 3.2% 55 5.0% 128 5.0% 76 3.1% 107 8.2% 922 4.9%

８　　農業 78 2.6% 50 1.7% 54 1.9% 42 1.5% 50 4.6% 43 1.7% 43 1.8% 74 5.6% 434 2.3%

９　　観光 63 2.1% 49 1.7% 39 1.4% 36 1.3% 27 2.5% 69 2.7% 42 1.7% 36 2.7% 361 1.9%

１０　ｽﾎﾟｰﾂ・健康 443 15.0% 363 12.3% 225 7.9% 192 6.7% 71 6.5% 226 8.9% 131 5.4% 124 9.5% 1,775 9.3%

１１　芸術 177 6.0% 137 4.7% 153 5.4% 157 5.5% 62 5.7% 159 6.3% 134 5.5% 59 4.5% 1,038 5.5%

１２　看護 161 5.4% 165 5.6% 159 5.6% 200 6.9% 57 5.2% 179 7.1% 173 7.1% 62 4.7% 1,156 6.1%

１３　その他 21 0.7% 16 0.5% 13 0.5% 12 0.4% 3 0.3% 14 0.6% 15 0.6% 9 0.7% 103 0.5%

回答なし 27 0.9% 18 0.6% 38 1.3% 54 1.9% 2 0.2% 14 0.6% 30 1.2% 30 2.3% 213 1.1%

計 2,955 2,943 2,859 2,880 1,095 2,535 2,430 1,311 19,008

【今回の調査結果】
総合学科に設置を希望する科目群について尋ねた。

○ 全体の傾向

○ 調査対象者別（資料編 p．１５～１６参照）  

○ 地域別（資料編 ｐ.１５～１７参照）

○ 学科別（資料編 ｐ.１７～１８）

　　  よいと考えますか。　（つぎの中から３つ選んで下さい。）

・  専門教育学科においては「情報・通信」、総合学科においては「商業」と回答した比率が高くなっている。

中３保護者 中学教員

・　調査対象者別の傾向と同様で地域別の大きな差異は見られない。

高校教員 合計

・　「教養（普通科目）」16.2%、「国語・外国語」14.5%、「情報・通信」13.9%、「福祉・介護」13.5%である。

・　中学生についてみると、「教養（普通科目）」19.0%、「国際・外国語」13.7%、「スポーツ・健康」13.7%である。
・　中学保護者についてみると、「福祉・介護」17.1%、「国語・外国語」16.7%、「情報・通信」16.5%である。
・　中学教員についてみると、「福祉・介護」20.5%、「情報・通信」16.9%、「教養（普通科目)」12.5%である。

高１生徒 高１保護者

・　高校教員についてみると、「福祉・介護」15.3%、「教養（普通科目）」13.7%、「情報・通信」13.1%である。

問７ 総合学科高校では、いろいろな科目を用意して、その中から将来の進路などに合わせて科目を
選択し、各自の時間割を作成して学習していきます。その時、どんな分野に属する科目があれば

選択肢
中２生徒 中３生徒 中２保護者

総合学科の系列
１３　その他
0.5%

回答なし
1.1%

１２　看護
6.1%

１１　芸術
5.5%１０　ｽﾎﾟｰﾂ・健康

9.3%

９　　観光
1.9%

８　　農業
2.3%

７　　工業
4.9%

６　　商業
5.9%

５　　環境
4.4%

４　　福祉・介護
13.5%

３　　国際・外国語
14.5%

２　　情報・通信
13.9%

１　　教養（普通科目）
16.2%
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【全日制単位制普通科高校】

　　　として、甲府西高校、日川高校、都留高校の３校があります。

            （つぎの中から１つ選んでください。）

１　すぐに設置した方がよい ２　将来的には設置した方がよい ３　どちらともいえない

４　どちらかといえば必要ない ５　必要ない

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

１　すぐに設置した方がよい 11311.5% 94 9.6% 12012.6% 77 8.0% 24 6.6% 77 9.1% 75 9.3% 20 4.6% 600 9.5%

２　将来的には設置した方がよい 30430.9% 36837.5% 34035.7% 35837.3% 11431.2% 26030.8% 29135.9% 8419.2%2,11933.4%

３　どちらともいえない 45946.6% 46547.4% 38540.4% 40241.9% 14238.9% 41749.3% 34742.8% 12729.1%2,74443.3%

４　どちらかといえば必要ない 56 5.7% 37 3.8% 77 8.1% 66 6.9% 5715.6% 50 5.9% 64 7.9% 11125.4% 518 8.2%

５　必要ない 47 4.8% 12 1.2% 25 2.6% 46 4.8% 28 7.7% 37 4.4% 26 3.2% 9321.3% 314 5.0%

回答なし 6 0.6% 5 0.5% 6 0.6% 11 1.1% 0 0.0% 4 0.5% 7 0.9% 2 0.5% 41 0.6%

計 985 981 953 960 365 845 810 437 6,336

【今回の調査結果】

全日制単位制普通科高校の設置の必要性について尋ねた。

○ 全体の傾向

○ 調査対象者別

○ 地域別（資料編 ｐ.２０参照）

 36.8%の順である。

 の順である。

○ 学科別（資料編 ｐ.１９～２０参照）

 いる。

・ 同様に中学教員についてみると、峡南50.0%、峡東47.1%、峡北46.1%、南都留38.6%、峡中33.5%、北都留20.7%

・ 「全日制単位制普通科」に在籍する高校生とその保護者についてみると、「すぐに設置した方がよい」「将来的

には設置した方がよい」と回答した比率は高１生徒51.7%、高１保護者52.6%と、他の調査対象者よりも高くなって

 中２保護者48.3%、中３保護者45.3%であり、他の調査対象者より高くなっている。

・ 中学生についてみると、「すぐに設置した方がよい」「将来的には設置した方がよい」と回答した比率が最も高い

・ 同様に中学保護者についてみると、峡東54.6%、峡北49.0%、峡中46.6%、南都留44.0%、北都留41.3%、峡南

 地域は峡東47.8%であり、以下、峡中46.1%、峡南44.0%、峡北43.7%、北都留41.1%、南都留40.3%の順である。

・ 「すぐに設置した方がよい」「将来的には設置した方がよい」と回答した比率は42.9%、「必要ない」「どちらかと

択、学習し、決められた単位数を修得すれば卒業が認められる「全日制単位制普通科高校」

 いえば必要ない」13.2%、「どちらともいえない」43.3%である。

中２生徒 高１保護者中３生徒 中２保護者 中学教員 高１生徒

　　 　  今後も全日制単位制普通科高校を設置していくことについて、どう考えますか。

問８ 県立高校のうち、１学年・２学年などの学年の区分がなく、自分に適した教科・科目を選

高校教員 合計中３保護者
選択肢

・ 「すぐに設置した方がよい」「将来的には設置した方がよい」と回答した比率は、中２生徒42.4%、中３生徒47.1%、

全日制単位制普通科高校

回答なし
0.6%

５　必要ない
5.0%

４　どちらかといえば
必要ない
8.2%

３　どちらともいえない
43.3%

２　将来的には設置
した方がよい
33.4%

１　すぐに設置した
方がよい
9.5%
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【専門教育学科】（学科の種類）

（１）　学科の種類について　　（つぎの中から１つ選んでください。）

１　現状のままでよい

２　学科の種類を増やした方がよい

３　学科の種類を減らした方がよい

４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

１　現状のままでよい 62163.0%69871.2%52455.0%59061.5%25569.9%58869.6%53866.4%25758.8%4,07164.3%

２　学科の種類を増やした方がよい 27828.2%26126.6%36738.5%29931.1% 7620.8%22927.1%23228.6% 388.7%1,78028.1%

３　学科の種類を減らした方がよい 636.4% 8 0.8% 212.2% 293.0% 246.6% 172.0% 172.1%12127.7%3004.7%

４　その他 181.8% 6 0.6% 303.1% 333.4% 102.7% 6 0.7% 172.1% 214.8%1412.2%

回答なし 5 0.5% 8 0.8% 111.2% 9 0.9% 0.0% 5 0.6% 6 0.7% 0.0% 440.7%

計 985 981 953 960 365 845 810 437 6,336

【今回の調査結果】

専門教育学科の種類について尋ねた。

○ 全体の傾向

○ 調査対象者別

 高い傾向にある。

○ 地域別（資料編 ｐ.２１参照）

 高い。

○ 学科別（資料編 ｐ.２１～２２）

・　 調査対象者別の傾向と同様で学科別の大きな差異は見られない。

・ 峡南及び峡北の中学校教員について、「学科の種類を増やした方がよい」と回答した比率が、他地域に比べて

・ 高校教員についてみると、「学科の種類を減らした方がよい」と回答した比率が27.7%と、他の調査対象者と比べて

中２生徒 高１生徒 高１保護者中３生徒 中２保護者 中３保護者 中学教員

・  「現状のままでよい」と回答した比率は64.3%、「学科の種類を増やした方がよい」28.1%である。

問９ 本県の県立高校には、現在、専門教育学科として、理数科、英語科、文理科、国際教養科を設置し

　 　ているところがあります。この学科についてどう考えますか。

選択肢
高校教員 合計

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中２生徒

中３生徒

中２保護者

中３保護者

中学教員

高１生徒

高１保護者

高校教員

合計

学科の種類

１　現状のままでよい ２　学科の種類を増やした方がよい ３　学科の種類を減らした方がよい ４　その他 回答なし
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【専門教育学科】（学科数）

（２）　学科数について　　（つぎの中から１つ選んでください。）

１　現状のままでよい

２　学科数を増やした方がよい

３　学科数を減らした方がよい

４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

１　現状のままでよい 60761.6% 66667.9% 48250.6% 56058.3% 22962.7% 56867.2% 49160.6% 26159.7%3,86461.0%

２　学科数を増やした方がよい 28929.3% 28529.1% 39341.2% 31733.0% 10428.5% 24428.9% 27734.2% 39 8.9%1,94830.7%

３　学科数を減らした方がよい 63 6.4% 16 1.6% 32 3.4% 30 3.1% 25 6.8% 21 2.5% 18 2.2% 11827.0% 323 5.1%

４　その他 16 1.6% 7 0.7% 28 2.9% 29 3.0% 5 1.4% 6 0.7% 15 1.9% 17 3.9% 123 1.9%

回答なし 10 1.0% 7 0.7% 18 1.9% 24 2.5% 2 0.5% 6 0.7% 9 1.1% 2 0.5% 78 1.2%

計 985 981 953 960 365 845 810 437 6,336

【今回の調査結果】

専門教育学科の学科数について尋ねた。

○ 全体の傾向

○ 調査対象者別

 にある。

○ 地域別（資料編 ｐ.２３参照）

・　 調査対象者別の傾向と同様で地域別の大きな差異は見られない。

○ 学科別（資料編 ｐ.２３～２４）

・　 調査対象者別の傾向と同様で学科別の大きな差異は見られない。

・ 高校教員についてみると、「学科数を減らした方がよい」と回答した比率が27.0%と、他の調査対象者と比べて高い傾向

・  「現状のままでよい」と回答した比率は61.0%、「学科数を増やした方がよい」30.7%である。

問９ 本県の県立高校には、現在、専門教育学科として、理数科、英語科、文理科、国際教養科を設置している

中３保護者 中学教員 高１生徒 高１保護者
選択肢

高校教員 合計中２生徒 中３生徒 中２保護者

　　  ところがあります。この学科についてどう考えますか。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中２生徒

中３生徒

中２保護者

中３保護者

中学教員

高１生徒

高１保護者

高校教員

合計

学科数

１　現状のままでよい ２　学科数を増やした方がよい ３　学科数を減らした方がよい ４　その他 回答なし
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【専門高校】

問10　農業高校、工業高校、商業高校などの専門高校の教育に、どのようなことを期待しますか。

　　　（つぎの中から２つ選んでください。）

１　１年入学の段階で学科に分けず、共通に基礎的科目を勉強した後に、学科を選べるようにする

２　資格取得に必要な学習を行うなど、専門的な知識や技術を身につけた職業人を育成する

３　高校で学んだ知識や技術をさらに深めるため、大学等の進学に対応できる国語・数学や英語の

　　教育を充実する

４　社会の変化に合わせ、設置学科を時代に合ったものに変える

５　実験や実習、企業での研修など、体験的な学習を充実する

６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

１　複数学科をグループ募集 44022.3% 39220.0% 42222.1% 42222.0% 16722.9% 31118.4% 31419.4% 14616.7% 2,61420.6%

２　専門的知識・技術の習得 55628.2% 65333.3% 53728.2% 55428.9% 25835.3% 57434.0% 48730.1% 31335.8% 3,93231.0%

３　大学等の進学に対応 30415.4% 29214.9% 34117.9% 34518.0% 72 9.9% 25615.1% 29017.9% 9310.6% 1,99315.7%

４　時代に合わせた学科設置 20610.5% 23512.0% 30315.9% 28915.1% 72 9.9% 20011.8% 23214.3% 11212.8% 1,64913.0%

５　体験的な学習の充実 41120.9% 36418.6% 25213.2% 24112.6% 15721.5% 32519.2% 26516.4% 20123.0% 2,21617.5%

６　その他 21 1.1% 2 0.1% 9 0.5% 7 0.4% 1 0.1% 4 0.2% 6 0.4% 2 0.2% 52 0.4%

回答なし 32 1.6% 24 1.2% 42 2.2% 62 3.2% 3 0.4% 20 1.2% 26 1.6% 7 0.8% 216 1.7%

計 1,970 1,962 1,906 1,920 730 1,690 1,620 874 12,672

【今回の調査結果】

農業高校、工業高校、商業高校などの専門高校に何を期待しているかを尋ねた。

○ 全体の傾向

 順である。

○ 調査対象者別

　率が、他の調査対象者と比べて高くなっている。

○ 地域別（資料編 ｐ.２５参照）

・  調査対象者別の傾向と同様で地域別の大きな差異は見られない。

○ 学科別（資料編 ｐ.２５～２６）

・　 調査対象者別の傾向と同様で学科別の大きな差異は見られない。

・ 「専門的知識・技術の習得」と回答した比率が最も高く31.0%であり、以下、「複数学科をグループ募集」

20.6%、「体験的な学習の充実」17.5%、「大学等の進学に対応」15.7%、「時代に合わせた学科設置」13.0%の

高校教員 合計中２生徒 中３生徒 中２保護者 中３保護者 中学教員 高１生徒 高１保護者
選択肢

・ 中学教員、高校教員についてみると、「専門的知識・技術の習得」「体験的な学習の充実」と回答した比

専門高校 ６　その他
0.4%

回答なし
1.7%５　体験的な学習

の充実
17.5%

４　時代に合わせた
学科設置
13.0%

３　大学等の進学
に対応
15.7%

１　複数学科を
グループ募集
20.6%

２　専門的知識
     ・技術の習得

31.0%

16



【定時制高校】

       　　（つぎの中から１つ選んでください。）

１　現状どおり、働きながら学ぶ人のため、夜間部を主に考える方がよい

２　多様な生徒が学習できるよう昼間部と夜間部をあわせ持つ多部制がよい

３　多様な生徒が学習できるよう昼間部と夜間部にさらに特別授業をあわせ持つ多部制がよい

４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

１　働きながら学ぶ夜間部 21021.3% 27628.1% 15316.1% 15416.0% 31 8.5% 19523.1% 11914.7% 7116.2%1,20919.1%

２　昼間部と夜間部の多部制 51552.3% 46847.7% 43745.9% 41543.2% 20857.0% 47356.0% 38447.4% 26660.9%3,16650.0%

３　昼間部と夜間部に特別授業 23624.0% 22122.5% 33334.9% 34936.4% 12333.7% 16119.1% 28234.8% 9020.6%1,79528.3%

４　その他 14 1.4% 7 0.7% 12 1.3% 9 0.9% 1 0.3% 7 0.8% 5 0.6% 7 1.6% 62 1.0%

回答なし 10 1.0% 9 0.9% 18 1.9% 33 3.4% 2 0.5% 9 1.1% 20 2.5% 3 0.7% 104 1.6%

計 985 981 953 960 365 845 810 437 6,336

【今回の調査結果】

定時制の今後について尋ねた。

○ 全体の傾向

 28.3%、「働きながら学ぶ夜間部」19.1%の順である。

○ 調査対象者別

 36.4%、高１保護者34.8%と、他の調査対象者に比べて高くなっている。

 と、他の調査対象者に比べ高くなっている。

○ 地域別（資料編 ｐ.２７参照）

・　調査対象者別の傾向と同様で地域別の大きな差異は見られない。

○ 学科別（資料編 ｐ.２７～２８参照）

 ぶ夜間部」25.0%、「昼間部と夜間部に特別授業」16.7%である。

 部に特別授業」42.9%である。　

・ 「昼間部と夜間部の多部制」と回答した比率が最も高く50.0%であり、以下、「昼間部と夜間部に特別授業」

・ 保護者についてみると、「昼間部と夜間部に特別授業」と回答した比率が、中２保護者34.9%、中３保護者

・ 「定時制」の高校生についてみると、「昼間部と夜間部の多部制」と回答した比率が58.3%、「働きながら学

・ 「定時制」の保護者についてみると、「昼間部と夜間部の多部制」と回答した比率が57.1%、「昼間部と夜間

・ 教員についてみると、「昼間部と夜間部の多部制」と回答した比率が、中学校教員57.0%、高校教員60.9%

中２保護者

問11中学卒業で就職する生徒が減少し、現在の定時制高校は、「働きながら学ぶ人のための

学校」という役割だけではなく、さまざまな学習歴を持つ生徒の学習の場としての役割も持

　　   つようになってきています。あなたは、定時制高校の今後についてどう考えますか。

中３保護者 中学教員 高１生徒 高１保護者
選択肢

高校教員 合計中２生徒 中３生徒

定時制高校

４　その他
1.0%

回答なし
1.6%

３　昼間部
と昼間部に
特別授業
     28.3%

２　昼間部
と夜間部
の多部制
   50.0%

１　働きな
がら学ぶ
夜間部
    19.1%

中

２
生
徒

中

３
生
徒

中

２
保
護
者

中

３
保
護
者

中
学
教
員

高

１
生
徒

高

１
保
護
者

高
校
教
員

合
計

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

１　働きながら学ぶ夜間部 ２　昼間部と夜間部の多部制

３　昼間部と夜間部に特別授業
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【中高一貫教育校】

          （つぎの中から１つ選んでください。）

１　すぐに設置した方がよい ２　将来的には設置した方がよい ３　どちらともいえない

４　どちらかといえば必要ない ５　必要ない

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

１　すぐに設置した方がよい 24524.9% 21221.6% 18519.4% 13714.3% 31 8.5% 10412.3% 9812.1% 4610.5%1,05816.7%

２　将来的には設置した方がよい 27127.5% 29530.1% 33635.3% 37539.1% 10127.7% 19723.3% 28034.6% 14332.7%1,99831.5%

３　どちらともいえない 37638.2% 35636.3% 29230.6% 29330.5% 13236.2% 33539.6% 28735.4% 9421.5%2,16534.2%

４　どちらかといえば必要ない 46 4.7% 59 6.0% 89 9.3% 78 8.1% 6517.8% 10812.8% 9712.0% 7617.4% 618 9.8%

５　必要ない 39 4.0% 50 5.1% 40 4.2% 53 5.5% 34 9.3% 9010.7% 38 4.7% 7617.4% 420 6.6%

回答なし 8 0.8% 9 0.9% 11 1.2% 24 2.5% 2 0.5% 11 1.3% 10 1.2% 2 0.5% 77 1.2%

計 985 981 953 960 365 845 810 437 6,336

【今回の調査結果】

中高一貫教育校の設置の必要性について尋ねた。

○ 全体の傾向

○ 調査対象者別(資料編 p．２９～３０)

○ 地域別（資料編 ｐ.２９参照）

 地域は峡北54.8%であり、以下、峡東54.0%、峡中53.1%、北都留51.4%、南都留48.5%、峡南44.0%の順である。

○ 学科別（資料編 ｐ.２９～３０）

 半数を占めており、同様に中学保護者についてみると、調査対象者の中で最も高く54.0%である。

・ 高校教員についてみると、「必要ない」「どちらかといえば必要ない」と回答した比率が調査対象者の中で最も高

・ 中学生についてみると、「すぐに設置した方がよい」「将来的には設置した方がよい」と回答した比率が最も高い

・　 調査対象者別の傾向と同様で学科別の大きな差異は見られない。

 く、34.8%である。

・ 同様に中学保護者についてみると、峡東56.1%、峡中55.8%、北都留55.7%、峡北54.6%､中学校教員についてみる

 と、峡北59.0%、南都留42.1%、峡中33.5%、峡東32.3%の順である。

・ 「すぐに設置した方がよい」「将来的には設置した方がよい」と回答した比率は48.2%、「必要ない」「どちらかといえ

 ば必要ない」16.4%、「どちらともいえない」34.2%である。

選択肢

　　  を設置することについて、どう考えますか。

高校教員 合計中２生徒 中３生徒 中２保護者 高１生徒 高１保護者

問12中学から高校までの６年間のいわゆる中高一貫教育は「入学に際しては学力検査は行わずゆと

りある教育の中で個性や創造性を伸ばす」などを目的としていますが、このような中高一貫教育校

中３保護者 中学教員

・ 中学生についてみると、「すぐに設置した方がよい」「将来的には設置した方がよい」と回答した比率は52.0%と、過

中高一貫教育校

３　どちらともいえない
34.2%

４　どちらかといえば
必要ない
9.8%

５　必要ない
6.6%

回答なし
1.2%

２　将来的には設置
した方がよい
31.5%

１　すぐに設置
     した方がよい

16.7%
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